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令和７年度事業概要
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（前年度比 １．０８）（前年度比 １．０８）

※令和６年度予算 約１９１億円（当初）※令和６年度予算 約１９１億円（当初）
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ころげやま

あかたきおおはし

成瀬ダム完成イメージ
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①洪水調節
成瀬ダムの建設される地点における計画高水流量460m3/s
のうち、410m3/sの洪水調節を行います。

②流水の正常な機能の維持
成瀬ダム下流において 既得用水の補給や河川環境の
機能維持と増進を図ります。

③かんがい
皆瀬川、成瀬川及び雄物川沿岸の平鹿平野地区約10,050ha
の農地に対するかんがい用水の補給を行います。

④水道（湯沢市、横手市、大仙市）
湯沢市、横手市、大仙市に対して、新たに1日最大13,164m3

の水道用水の取水を可能にします。

⑤発電（秋田県）
成瀬ダムの建設に伴って新設される成瀬発電所（仮称）に
おいて、最大出力5,800kwの水力発電を行います。

［秋田県］

成瀬ダム

事業費 約2,600億円
工 期 令和9年度

秋田県雄勝郡東成瀬村
（雄物川水系成瀬川）

成瀬ダム建設事業 計画概要



【成瀬ダム】気候変動等を踏まえたかんがい用水の必要性
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流水の正常な機能の維持
26,500千m3

かんがい 28,300千m3

発 電 （ 56,000千m3 ）

EL 532.50m

▽洪水時最高水位 EL 527.80m

▽平常時最高貯水位 EL 518.60m

▽最低水位 EL465.30m

洪水調節容量 19,000千m3

利水容量 56,000千ｍ3

水 道 1,200千m3

堆砂容量 3,500千m3

有効貯水容量
75,000千m3

総貯水容量
78,500千m3

CSG

※台形ＣＳＧダム
台形ＣＳＧダムは、建設現場周辺で手近に得られる石や砂れきとセメント、水を混合して

つくるＣＳＧ（Cemented Sand and Gravelの略）を使い、堤体の上流面と下流面が同じ勾配
をもつ台形型に造るダム型式です。

この台形CSGダムは、日本で開発された比較的新しいダム形式です。

成瀬ダムの諸元



昭和58年 4月 実施計画調査開始（秋田県）

平成 3年 4月 国直轄事業に移行（現：湯沢河川国道事務所所管）

平成 9年 4月 建設事業着手

平成13年 5月 基本計画官報告示（H13.5.29：国土交通省第887号）事業費：1,530億円 工期：平成29年度

平成13年 10月 下流工事用道路工事着手 ※岩井川地区L=3.28㎞

平成15年 3月 用地補償基準妥結

平成17年 3月 付替国道342号工事着手

平成20年 1月 「雄物川水系河川整備基本方針」策定（H20.1.28）

平成21年 3月 仮排水トンネル 着手

平成21年 12月 下流工事用道路完成（供用開始）

平成21年 12月 検証の対象となるダム事業に選定

平成24年 4月 付替国道342号一次供用区間開通

平成24年 8月 仮排水トンネル 完成

平成25年 1月 ダム検証に係る対応方針決定（継続） （H25.1.25）

平成26年 3月 基本計画（第1回変更）告示（H26.3.12：国土交通省第304号）事業費：1,530億円 工期：平成36年度

平成26年 4月 成瀬ダム工事事務所 開所

平成26年 11月 「雄物川水系河川整備計画」策定（H26.11.28）

平成29年 3月 新事務所庁舎開所（H29.3.23）

平成29年 4月 「雄物川水系河川整備計画」変更（H29.4 13） ※ダム型式変更

平成29年 9月 基本計画（第2回変更）告示（H29.9.12：国土交通省第822号） ※ダム型式変更（ロックフィルダム→台形ＣＳＧダム）

平成30年 3月 仮排水トンネルへ転流開始 （H30.3.26転流式）

平成30年 9月 ダム本体工事着工（H30.9.15着工式）

令和元年 10月 ダム堤体打設開始（R1.10.15初打設式）

令和3年 9月 基本計画（第3回変更）告示（R3.9.10：国土交通省第1255号）事業費：2,230億円 工期：令和8年度

令和4年 5月 定礎式（R4.5.14）

令和5年 4月 付替国道342号全線開通式（R5.4.29）

令和6年 8月 基本計画（第4回変更）告示（R6.8.27：国土交通省第1113号）事業費：2,600億円 工期：令和9年度

令和6年 11月 ダム堤体CSG打設完了（R6.11.20CSG打設完了式）

成瀬ダム建設事業の沿革
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ダム本体及び
関連工事

補償基準他

用地取得
（312.1ha）

家屋移転

（11戸）
100%（11戸）

約99%(310.8ha）

付替国道・付替林道

（約7.3km）

H15.3  東成瀬村（村有地）用地買収に関する覚書締結

基礎掘削
100%

堤体打設
約99％

試験湛水

約99%（7.2km/7.3㎞）

仮排水トンネル
100%

※下流工事用道路は含まない

事業進捗率
（約2,600億円）

約77％（約1,992億円）

事業の進捗状況（令和７年３月末時点）



Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度Ｒ４年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

堤
体
工

河床部置き換え
コンクリート

試験湛水

取水放流設備

堤頂施設等

堤体打設（CSG等）

基礎処理

基礎掘削

管理設備

（湛水開始）

（完了）

※矢印は、クリティカルパスを示す。

管理設備等

令和9年度（2027年度）完成予定

事業工程
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（令和7年3月31日時点）



国道３４２号国道３９７号

至奥州市

下
流
工
事
用
道
路

成 瀬 川

至一関市

国道３４２号
赤 川

北
俣

沢
川

岩
井
川Ⅰ

工
区

岩
井
川Ⅱ

工
区

国道３９７号

付替国道 L=5.3km

施設維持

地山対策

付替林道

国道13号

至湯沢市

至大仙市

岩
井
川

至横手市

成瀬ダム工事事務所

工事用道路

（将来：管理用道路）

※ 上記のほか、水理水文調査、環境調査の各種調査検討等を継続する。

凡 例

橋 梁

ト ン ネ ル

現 道

河 川

ダ ム 貯 水 池

N

本体建設工事

①堤体打設
②残土処理工

②

③

取水設備工事

令和６年度迄

令和７年度実施

凡 例

令和８年度以降

試験湛水用
ゲート設備工事

堤体仮設備

付替林道

ゲート設備据付

・工場製作

原石山
（赤滝）

・管理用通路

管理用通路工事

（令和５年４月２９日 供用開始）

管理庁舎建設工事

・庁舎建築
・ダム管理用制御設備等

・工場製作
・付属設備据付

ダム堤体

エレベータ設備工事

令和７年度の事業箇所
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J2 J3 J4 J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13 J14 J15 J16 J17 J18 J19 J20 J21 J22 J23 J24 J25 J26 J27 J28 J29 J30 J31 J32 J33 J34 J35 J36 J37 J38 J39 J40 J41 J42 J43 J44 J45 J46 J47 J48 J51
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J49

15000

BL.49

J50

15000

BL.50

洪水時最高水位 SWL.527.800

設計洪水位 HWL.531.500

▼527.800

平常時最高貯水位 NWL.518.600

H2.0m×B2.4m×2門

常用洪水吐

▼518.600

最低水位 LWL.465.300

( )寸法はブロック幅寸法は天端上流縁投影長を示す
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EL420.000

600 600
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下流向5°着岩後5m

埋戻し天端標高 EL.453.000

一体化CSG区間

水密性確保区間 0.45h

洪水時最高水位 SWL.527.800

平常時最高貯水位 NWL.518.600

最低水位 LWL.465.300
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凡 例

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度以降
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ダム正面図（上流面図）

ダム標準断面図（最大断面） ダム標準断面図（取水塔部）

※ダム上流面図とダム標準断面の縮尺は異なる

第１期

第２期

※計画は現時点の予定であり、今後変わる場合がある。

令和４年度

令和5年度

令和6年度

令和2年度

令和3年度

令和7年度以降

令和3年度

堤体打設計画



R2打設
（右岸）

ダム天端標高 EL.532.500

▼527.800

▼518.600

EL.493.000

EL.420.000

EL.435.000

EL.418.000

EL.480.000

EL.455.000

1:1.0

1
:0

.8

EL.455.000

EL.444.000

EL.450.750

EL.457.500

EL.480.000

取 水放 流 管

φ 250 0

E L . 4 46 . 0 00

令和2年度
EL.413.500

EL.483.000

EL.513.000

EL.429.000
令和3年度

EL.438.000
令和3年度

EL.467.250
令和4年度

EL.418.000

EL.455.000

令和2年度

EL.450.000

EL.438.000
令和3年度

令和5年度

▼EL.501.000

114.5m

( )寸法はブロック幅寸法は天端上流縁投影長を示す

堤 頂 長 755000

1885

曲線長 101229（曲率半径R=200m）

1885

60788545885

越流部 71000 （有効越流幅 59000)

標準断面図

8m

上 流 面 図

EL467.25m（令和４年度打設完了高）

EL501.00m（令和５年度打設完了高）

EL531.00m（令和６年度打設完了高）

30m

令和６年度堤体打設実績（令和7年3月31日時点）
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R5打設
（左岸） 33.75m

EL532.500m（ダム天端標高）
ダム天端まで

残り1.5m

※R6年度は11月で打設完了

令和７年度以降
打設予定範囲

令和6年度
打設範囲

令和5年度まで
打設範囲

R5打設
（右岸）

R3打設
（右岸）

21m

29m

16m

R6打設 30m
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※SP-TOM
（Spiral Pipe Transportation 
Method）

鋼管内に硬質ゴム製のブレー
ド（羽根）をらせん状に取り付け、
管自体を回転させることにより、
コンクリートなどを分離させるこ
となく、定常的、連続的に下方
へ搬送する技術。 従来、ベル
トコンベヤでは対応が困難で
あった急傾斜地においても、輸
送を可能にします。

SP-TOM

SP-TOM

ダンプトラックダンプトラック

SP-TOM

ブルドーザー

振動ローラー
ブルドーザー

ＣＳＧ打設の流れ



Ⓡ

※これまでの最高記録は、黒部ダムが１９６０年８月に記録した１４．７３万㎥。

月間打設量の国内最高記録を樹立
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成瀬ダム工事進捗状況（令和６年１１月２７日撮影）

【右岸】

【左岸】

原石山

仮設備ヤード

ベルトコンベア(撤去中)

赤滝左岸ストックヤード

管理庁舎（建築中）

洪水吐
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【左岸】

ベルトコンベア
（撤去中）

原石山

赤滝左岸ストックヤード

平常時最高貯水位(NWL)

洪水吐

取水塔

成瀬ダム工事進捗状況（令和６年１１月２７日撮影）

【右岸】

管理庁舎
（建築中）

15

洪水時最高水位(SWL) ▽



【右岸】

▽洪水時最高水位
(SWL)

濁水処理プラント
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成瀬ダム工事進捗状況（令和６年１１月２７日撮影）

【左岸】



B系骨材製造設備

原石山破砕材
ストックヤード

A系：保護コンクリート
B系：内部構造コンクリート

CSG材2次ストックヤード
(段丘材・破砕材)

CSG製造ライン

コンクリート製造ライン

原石山材破砕設備

Ａ系・Ｂ系コンクリート製造設備

A系骨材製造設備

CSG製造設備
(MYミキサ・破砕材SPミキサ)

段丘材
ストックヤード
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成瀬ダム工事進捗状況（令和６年１１月２７日撮影）



EL.680m

原石山展望台
EL.535m
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成瀬ダム工事進捗状況（令和６年１１月２６日撮影）

原石山
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・設備の目的：下流への利水補給、発電
・取水方式：選択取水（任意の水位からの取水可能）
・取 水 量：最大18m3/s

（但し、底部取水能力は最大46m3/s(水位がSWL時)）
・形 式：直線多段式ローラゲート

※SWL：洪水時最高水位(サーチャージ水位)

取水設備呑口部施工状況（R6.10.25撮影)

導水管：
有効径2,500㎜

取水設備新設工事の進捗状況
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令和6年11月27日撮影

管理庁舎建築工事の進捗状況（R6管理庁舎着工）

管理庁舎建設箇所

成瀬ダム管理事務所

成 瀬ダム管理事務所

完成予想図（イメージＣＧ）

東立面図

西立面図

南立面図

北立面図



ＣＳＧ打設完了式 （令和６年１１月２０日）

30m

標準断面図

EL532.500m（ダム天端標高

（令和６年度打設完了高）

（令和４年度打設完了高）

（令和５年度打設完了高）

114.5m

83m

ダム天端まで
残り1.5m
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［DX］ダム堤体打設の自動化による「現場の工場化」

SP-TOM

自動ダンプトラック

自動ブルドーザ

自動振動ローラ

Ⓡ

ベルトコンベア
L≒800m

自動ブルドーザ

自動ダンプトラック

自動振動ローラ

自動振動ローラ

自動振動ローラ自動ブルドーザ

撮影:西山芳一

撮影:西山芳一撮影:西山芳一

Automated/ Autonomous/Adva
nced/ Accelerated Construction 
system for Safety, Efficiency, 
and Liability

Special Pipe Transportation Met
hod:パイプを回転させることで
材料分離させずに品質を保ったま
ま自重で高所から低所へ連続搬送
する手法
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［DX］画像解析によるCSG粒度の連続監視
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［DX］クローラドリルの穿孔エネルギーによる岩級判定
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【DX】締固め品質の面的計測（比抵抗）



［DX］ドローンによる3次元モデルとCIMモデルで工事進捗を可視化
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［DX］ビデオオンデマンド化による生産性向上(試行)

（１日複数回の立会を行う場合
も）

(受発
注者双方の業務効率化)
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［DX］ ３次元データによるデータ管理
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成瀬ダムにおけるカーボンニュートラルのとりくみ
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環境保全のとりくみ

30

・成瀬ダムでは、周辺の良好な自然環境と共存するダムづくりを推進するため、成瀬ダム周辺の環境影響について
環境影響評価を行い、工事に当たっては、環境保全対策等の検討内容に沿って周辺の自然環境に配慮し事業を
進めています。また、試験湛水を令和8年度から実施予定であることから、ダム完成前後の水質や生物等のモニタリ
ング調査計画の作成及び調査を行っています。

・具体的な調査や保全対策の実施に際しては、個別分野毎に専門の有識者からの指導・助言を得ながら環境保全の
検討・対策を行っています。

・本年度の環境モニタリング結果や次年度以降の調査、保全計画等について助言を得るため、「成瀬ダムに係るイヌ
ワシ・クマタカ調査委員会」、「成瀬ダムモニタリング部会」を開催し、ご意見をいただきながら事業を進めています。

・イヌワシ・クマタカ調査委員会において、委員から「令和６年度の工事による繁殖活動への影響はなかったと判断され
る」とのご意見をいただきました。

・モニタリング部会において、委員からご審議いただき、本年度のモニタリング調査結果と次年度のモニタリング調査計
画に了承いただきました。

ナベクラザゼンソウ

サクラマス（ヤマメ）ヒメシジミ モニタリング部会

クマタカ イヌワシ

ｲﾇﾜｼ・ｸﾏﾀｶ調査委員会
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濁水プラントG
（R1設置） 400m3/h

沈砂池④沈砂池③

濁水プラントD
（R1設置） 350m3/h

沈砂池②

沈砂池①

トクラ（水質）

赤川（水質）

北ノ俣沢（水質）

成瀬川

赤川

北俣沢川

※沈砂池①はトクラ（水質）より下流で河川に排水
※濁水プラントBは撤去済み

濁水プラントF
（R1設置） 200m3/h

濁水プラントH
（R1設置） 100m3/h

濁水プラントI
（R3設置） 200m3/h

濁水プラントC
（R4設置） 450m3/h）

濁水プラントE
（R4設置） 400m3/h 沢水と濁水の分離（既設）

沢水

濁水

沢水と濁水の分離
（左岸上部）

濁水プラントA
（R1設置） 60m3/h

沈砂池⑤

沈砂池⑥

環境保全のとりくみ（工事濁水防止対策）



8 9 17 17 15 17 13 12 10 18 17 23 15 23
45 66 71 82 89 76 83 82 87 101 81 66 65

899
21 29 38 37 41 38 44 40

40
20 9 8

7
155

350

511
529 524 508 505 509 522

416

264
221

205
22731

102

109
107 109

112 115 110 113

58

53

49
47

23

0

100

200

300

400

500

600

700

800

R6年2月 R6年3月 R6年4月 R6年5月 R6年6月 R6年7月 R6年8月 R6年9月 R6年10月 R6年11月 R6年 12月 R7年 1月 R7年 2月 R7年 3月

海外

秋田県外

その他の秋田県内

（県南地域を除く）

東成瀬村を除く県南地域

（横手・湯沢・羽後・大仙・美郷）

東成瀬村

◇県外からの従事者：青森47人、宮城32人、山形24人、岩手22人、新潟19人、北海道17人、福岡9人、
大阪7人、東京6人、愛媛5人（※従事者の多いTOP10の地域をピックアップ）

◇海外からの従事者：スリランカ22人、中国人1人

32

（人）

772

368

248

548

633

757

435
369340

737
773 774 754 754

工事件数 6 6 6 6 8 9 9 9 9 10 8 8 6 9

業務件数 7 6 9 12 11 10 12 15 13 14 11 14 10 10

従事者統計調査（R5～R6年度従事者推移）
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超大型のダンプカーとすれ違ったり、堤体打設工事の自動化施工、原石山での原石採取など、通常は見ることが出来ない成瀬ダムが造られていく様子を間近で見学。

ダム流域の小学生を対象とした交流会と現
場見学会

学生等を対象とした現場見学会（１０
月末まで）

東成瀬村産業祭との
合同の現場見学会

夕方から日暮れの時間帯からの
現場見学会。

増田中学校見学会東成瀬村まるごと自然館にて 堤体を間近で見学！

広報活動（令和６年度 見学会の実施状況）

綺 麗 ♪

原石硬度確認 堤体直下で記念撮影（休工時）重機の展示（休工時）原石山展望台からダムを見る！



【広報活動】日本ダムアワード2024 受賞！
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チャットに
よる質疑・
応答

建設分野の魅力発信 -担い手確保・女性活躍-

ＤＸ ＬＡＢＯ
でＡＲ体験



建設分野の魅力発信 -けんせつ未来フェスタ- 成瀬ダム工事ＰＲコーナー大盛況
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人材育成 （地元建設業協会との共働）
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■先行事例ダム視察（2018～）
・ダムを利活用した地域振興の方策について、先例地の実績を参考とし、関係者と意見交換。
・成功事例の内容や経過、課題などを確認（津軽ダム、森吉山ダム、湯田ダム、長井ダム、胆沢ダムなど）

■先行施策の試行（2020～）
・試行により実現に向けた課題抽出、実施内容の磨き上げ

○ツーリズム（＝インフラツーリズム）
○上下流交流（児童生徒の交流、植樹）

■令和６年度取組実績（2024）
・ツーリズム：これまでのモニターツアー等の振り返りを行い、旅行会社による新たなバスツアーを開催。【１０月１３日実施】
・上下流交流①：水源地域と下流自治体の児童生徒による体験型交流を各市村の教育委員会と連携し開催。【８月１日実施】
・上下流交流②：工事で使用した土地を緑に返す森づくりの取り組みを通じて、ダム建設への理解や人と人とのつながりの醸成を図る

「成瀬の森づくり」を昨年に引き続き開催。【第３回：６／１６】、【第４回：１０／２０】
・ダム周辺利活用：ダム完成後の周辺利活用について、今後策定予定の水源地域ビジョンの基本理念や施策メニュー案、運営手法等の

行動計画について東成瀬村と協働で検討を継続実施。
・ビジョン策定関係：令和９年度のダム完成後を見据えたビジョン策定に向けて検討委員会を設立。【１２月２６日設立】

■検討体制（2017～）
・ダム水源地(東成瀬村)､下流自治体(湯沢市､横手市､大仙市)､ダム事業者(国交省)､

地元関係者､民間事業者などによる各種ＷＧを立ち上げて、地域活性化に向けた
ダム活用方法・施策内容のアイディア出しとメニュー等の検討、具体化に向けた
進め方などを議論。

・2017～19：アイデア出しや施策メニューの検討
・2020～ ：施策メニュー実現に向けた試行・拡充

名 称 構成メンバー
行政ＷＧ 行政機関（東成瀬村・下流自治体・成瀬ダム）

なるせダムミーティング 地元関係者、民間事業者、東成瀬村、成瀬ダム

ダムツーリズムＷＧ 観光協会、旅行会社、宿泊・飲食業、村、ダム

ダムカレーＷＧ 商工会、飲食業、東成瀬村、成瀬ダム

行政ＷＧ

旅行会社でも日帰り旅行企画の行き先
にダムを対象にしている（R4.6月 の例）

38

成瀬の森づくり（植樹）

施策の素材
■ダム利活用
Ex）ダム見学（工事中、完成後）、ダム湖周辺利活用（完成後）

■東成瀬村 ＋ 下流自治体・周辺地域
(観光やレクリエーション、食、文化、歴史、自然、教育など)

水源地域の振興 ～地元連携、地域活性化の取り組み～



水源地域の振興 ～ダムツーリズム～

👉
👉
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水源地域の振興 ～地元連携、地域活性化の取り組み～
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種子選別の様子

種子の採取状況

幼木の採取状況

参加者による記念撮影

～取組みの趣旨～

桧山台の跡地整備を、地域参加型で「苗木」を育てる
☞上下流交流や再来訪、環境保全に繋げる活動
☞継続した取組みとして、桧山台跡地整備に繋げる

赤滝森のほいくえんへ移植

赤滝森のほいくえんへ移植

41

水源地域の振興 ～成瀬の森づくり～

参加者による記念撮影

幼木の採取状況



水源地域の振興 ～成瀬ダムまつり～
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水源地域の振興 ～東成瀬村産業祭～
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水源地域の振興 ～成瀬ダム“ダム活”キックオフミーティング～
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高さ ベスト１０ （m） 総貯水容量 ベスト１０ （千m3）

順位 ダム名 高さ 所在地 完成年度 順位 ダム名 総貯水容量 所在地 完成年度

１ 胆沢ダム 127.0 岩手県 Ｈ２５ １ 玉川ダム 254,000 秋田県 Ｈ２

２ 長井ダム 125.5 山形県 Ｈ２３ ２ 摺上川ダム 153,000 福島県 Ｈ１７

３ 月山ダム 123.0 山形県 Ｈ１３ ３ 田瀬ダム 146,500 岩手県 Ｓ２９

４ 成瀬ダム 114.5 秋田県 事業中 ４ 胆沢ダム 143,000 岩手県 Ｈ２５

５ 寒河江ダム 112.0 山形県 Ｈ２ ５ 津軽ダム 140,900 青森県 Ｈ２８

６ 鳴瀬川ダム 107.5 宮城県 事業中 ６ 湯田ダム 114,160 岩手県 Ｓ４０

７ 摺上川ダム 105.0 福島県 Ｈ１７ ７ 寒河江ダム 109,000 山形県 Ｈ２

８ 玉川ダム 100.0 秋田県 Ｈ２ ８ 七ヶ宿ダム 109,000 宮城県 Ｈ３

９ 津軽ダム 97.2 青森県 Ｈ２８ ９ 成瀬ダム 78,500 秋田県 事業中

１０ 鳴子ダム 94.5 宮城県 Ｓ３２ １０ 森吉山ダム 78,100 秋田県 Ｈ２３

成瀬ダム

高さ

114.5ｍ
総貯水容量
7,850万m3

凡 例

管理ダム １８ダム

建設ダム ３ダム

Ｎ

赤川

最上川

子吉川

日
本
海

雄物川

米代川

岩木川

高瀬川

馬淵川

北上川

鳴瀬川
名取川

阿武隈川

太
平
洋

浅瀬石川ダム

四十四田ダム

御所ダム

田瀬ダム

森吉山ダム

津軽ダム

湯田ダム

胆沢ダム

玉川ダム

鳥海ダム

鳴瀬川総合開発事
業

寒河江ダム
月山ダム

鳴子ダム

七ヶ宿ダム

釜房ダム
長井ダム

白川ダム

三春ダム

摺上川ダム

岩手県
秋田県

山形県

宮城県

福島県

青森県

成瀬ダム

【参考】ダムの諸元比較（東北管内直轄ダム）
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堤高

(m)

1 成瀬ダム 114.5 秋田県 事業中

2 鳴瀬川ダム 107.5 宮城県 事業中

3 鳥海ダム 81.0 秋田県 事業中

4 本明川ダム 55.5 長崎県 事業中

5 三笠ぽんべつダム 53.0 北海道 事業中

6 当別ダム 52.0 北海道 H24

7 厚幌ダム 47.2 北海道 H30

8 サンルダム 46.0 北海道 H30

9 金武ダム 39.0 沖縄県 H25

順位 ダム名 所在地 竣工年
堤頂長

(m)

1 成瀬ダム 755.0 秋田県 事業中

2 厚幌ダム 516.0 北海道 H30

3 金武ダム 461.5 沖縄県 H25

4 当別ダム 432.0 北海道 H24

5 鳥海ダム 365.0 秋田県 事業中

6 鳴瀬川ダム 358.0 宮城県 事業中

7 サンルダム 350.0 北海道 H30

8 本明川ダム 340.0 長崎県 事業中

9 三笠ぽんべつダム 160.0 北海道 事業中

順位 ダム名 所在地 竣工年

堤体積

(m3)

1 成瀬ダム 4,850,000 秋田県 事業中

2 鳴瀬川ダム 1,644,000 宮城県 事業中

3 鳥海ダム 1,331,000 秋田県 事業中

4 当別ダム 813,000 北海道 H24

5 本明川ダム 530,000 長崎県 事業中

6 サンルダム 495,000 北海道 H30

7 厚幌ダム 490,000 北海道 H30

8 金武ダム 339,000 沖縄県 H25

9 三笠ぽんべつダム 214,000 北海道 事業中

順位 ダム名 所在地 竣工年
総貯水容量

(千m3)

1 成瀬ダム 78,500 秋田県 事業中

2 当別ダム 74,500 北海道 H24

3 サンルダム 57,200 北海道 H30

4 厚幌ダム 47,400 北海道 H30

5 鳥海ダム 46,800 秋田県 事業中

6 鳴瀬川ダム 45,600 宮城県 事業中

7 三笠ぽんべつダム 8,620 北海道 事業中

8 金武ダム 8,560 沖縄県 H25

9 本明川ダム 6,200 長崎県 事業中

順位 ダム名 所在地 竣工年

高さランキング 堤頂長ランキング

堤体積ランキング 総貯水容量ランキング

【参考】ダムの諸元比較（台形CSGダム）
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成瀬ダム工事事務所
〒019-0801 秋田県雄勝郡東成瀬村田子内字宮田97-1

TEL:0182-23-8450（代表）

国土交通省 東北地方整備局

WEBサイト X Facebook YouTube


